
北海道、中央高地の鳥

百樹川辺

かわべ ももき
]950年砂川に生まれる。

1969年 十勝にうつり自

然保護に深い関心を持ち、

ひがし大雪博物館学芸員

となり現在にいたる。もっ

か動物、植物の分布から

北海道の自然史にアプロー
チ中。コソサイス鳥名事

典、週刊朝日百科などに

執筆。

小
林
桂

助
氏

が

一
九

二
九
年

に
中

央
高

地

の
鳥

を
調

べ
て

以
来
、

多
く

の
人
た
ち

が
中
央
高

地

の
鳥

を
調
査

し

て
き

た
。

先

人
た

ち
が
積

み
重

ね

た
情
報

と

こ

の
地

に
お
け
る
私

の

一

八
年

の
観

察

か
ら
、

鳥

か
ら
見

た
中

央
高

地
が

ど
う

い
う

と

こ
ろ
な

の
か

と

い
う

こ
と

に

つ
い
て
、

日
頃
考

え

て

い
る

こ

と
を
述

べ
た

い
と
思

う
。

そ

の
ま
え

に
中
央

高
地

と

い
う
、

そ
れ

ほ
ど

一
般
的

で
は

な

い
呼

び
方

に

つ
い
て
説

明

し

て
お

こ
う
。
大

雪
山

と

い
う

と
き
、

十
勝
岳

や
然

別
湖

や
ウ

ペ
ペ

サ

ソ
ケ

山
ま

で
も

そ
の

範

囲

に
入
れ

る
人

は
、

ま
ず

い
な

い
。

こ

こ
で
私
が

と

り
あ

げ

る
範

囲
は
、

こ
れ
ら

の
地
域

も
含

む

ほ
ぼ
大

雪
山

国
立

公

園

の
全

域

で
あ
る
。

だ

か
ら

「
大
雪

山

の
鳥
」

で
は
ピ

ソ
と

こ
な

い
。

さ

り
と

て

「
大

雪

山
国

立
公
園

の
鳥

」

で
は
、

な

ん
と
も

人
間
臭

い
。

そ

こ

で
北
海
道

の
中

央

に
あ

る

ハ
イ

ラ

ソ
ド

に
ち
な

ん

で

「
北
海

道
、

中
央

高

地

の
鳥

」
と

し

た
し

だ

い
で
あ
る
。

記

録

種

数

一
九

九

一
年

一
二
月

五

日
現

在
、

中
央

高

地
か

ら
は

一
五

九

種

の
鳥

が
記

録

さ
れ

て
い
る
。

た
だ

し
、
過

去

に
報
告

の

あ

る

ヤ

マ
ヒ
バ
リ
、

ノ
ジ

コ
、

シ

マ
セ

ン

ニ

ュ
ウ

に

つ
い

て

は
、

生
息

に
疑

問

が
も

た
れ

る

の

で
こ
の
な

か

に
含

め

て

い

な

い
。

一
五
九
種

の
う

ち
繁
殖

記
録

の
あ
る

も

の
と
繁

殖

の

可
能

性

の
大
き

い
も

の
を
あ

わ
せ
る

と
八
九
種

ほ
ど

に
な
る
。

そ

の
他

の
も

の
は

非
繁
殖

期

を
中

心

に

一
時
的

に
滞

在

し
た

も

の
で
あ
る
。

な

か

に
は
、

ヤ

ツ
ガ

シ
ラ
、

ヤ

マ
シ

ョ
ウ
ビ

ン
の
よ
う
な
迷

行

的
飛
来

例

も
あ

る
。

ま
れ

に
記
録

さ
れ

た

種

を
除

き
、

そ

の
滞

在
時

期

を

み
る
と
、

種

類
数

は
夏
季

に

多

く
冬
季

に
は
著

し
く

減
少

す

る
。

こ

の
よ
う
な
傾

向

は
、

北

海
道

で
は

一
般

的

で
あ

る
が
、

こ
の
地
域

の
冬
季

の
気

候

条

件

の
厳

し

さ

の
た

め
、

そ

の
傾

向

は
よ

り
顕
著

で
あ

る
。

生
息
環
境
と
鳥
類
群
集

あ
る
地
域
の
鳥
相
を
分
析
す
る
に
は
、
生
息
環
境
ご
と
に

検
討
す
る
の
が
有
効
で
あ
る
。
そ
こ
で
中
央
高
地
を
い
く
つ

か
の
生
息
環
境
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
息
環
境
の
鳥
類

群
集
の
特
徴
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

ω

高

山

帯

こ
こ

で
い
う
高

山
帯

と
は
高

山
草

原

・
高

山
荒

原

・
ハ
イ

マ
ッ
林

な
ど

森
林

限
界

か
ら

上

の
地
帯

で
あ

る
。

中
央

高

地

に
は
北

海
道

で
最

大
規

模

の
広
大

な
高

山
帯
が

あ
り
、

生
息

す
る
種

も
多

い
。

主

な
種

と
し

て
、

シ
ロ
フ
ク

ロ
ウ
、

ビ

ソ

ズ
イ
、

カ

ヤ
ク

グ
リ
、

ノ
ゴ

マ
、

ハ
ギ

マ
シ

コ
、

ギ

ン
ザ

ソ

マ
シ

コ
、

ホ

シ
ガ

ラ

ス
な
ど

が

あ
げ

ら
れ
る
。

こ
こ

の
鳥

類
群

集

は

二

つ
の
要
素

か
ら
な

る
。

一
つ
は

シ

ロ
フ
ク

ロ
ウ
、

カ

ヤ
ク
グ

リ
、

ハ
ギ

マ
シ

コ
、

ギ

ン
ザ

ソ
マ

シ

コ
の
よ

う

に
北

海
道

で
は
、
繁

殖
期

に
高

山
帯

に

の
み
生

息

す

る
種

で
あ

り
、

も
う

一
つ
は
ビ

ン
ズ
イ
、

ノ
ゴ

マ
の
よ

う

に
低

地

で
も
繁

殖

す
る
種

で
あ
る
。

こ

の
よ
う

に
、
低

地

の
種

が
高

山
帯

に
入

り
込
む

現
象

は
、

本
州
中

部

の
高
山

帯

で
は

み
ら
れ

な

い
。

ま

た
、
中

央
高

地

に
は
、

本
州

中
部

の
高

山
帯

の
主
要

種

で
あ

る

ラ
イ

チ

ョ
ウ
、

イ

ワ
ヒ
バ
リ

(
イ

ワ
ヒ
バ

リ
は
全

く

生
息

し
な

い
と

い
う

わ
け

で
は

な

い
が
、

過
去

に
三
回

の
目

撃

例

が
あ

る

に
す
ぎ

な

い
)
が

生
息

せ
ず
、

ま
た
逆

に
本

地

域

に
生
息
す

る

シ

ロ
フ
ク

ロ
ゥ
、

ハ
ギ

マ
シ

コ
、

ギ

ソ
ザ

ソ

マ
シ

コ
は
本

州
中

部

の
高

山
帯

に
は

生
息
し

て

い
な

い
。

こ

の
よ
う

に
、

北

海
道
島

と
本
州
島

の
高

山
帯

の
鳥
類

群
集

に

質
的
違

い
が
あ

る

こ
と

は
注

目
さ
れ

る
。

働

山
岳

湿
原

中

央
高

地

に
は
、

沼

の
原
、

沼

の
平
、
原

始
が

原
と

い

っ

た

山
岳
湿

原
が

あ

る
。
湿

原

の
遷
移

段
階

な
ど

に
よ

り
、

各

湿
原

の
植

生

の
構
造

は
異

な

る
。

こ
れ
を
反

映

し

て
鳥

類
群
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集

も

幾
分

異
な

る
が
、

主

な
生
息

種

は

モ
ズ
、

ビ

ソ
ズ

イ
、

ノ
ビ

タ

キ
、

オ

オ
ジ

シ
ギ

と

い

っ
た

と

こ
ろ

で
あ

る
。

本
州

中
部

の
尾

瀬

で
は
、

ホ
オ

ア
カ
、

ノ
ビ
タ

キ
、

オ

オ

ジ

シ
ギ
が
湿

原

の
主
要

種

と
な

り
、

モ
ズ

や

ビ

ン
ズ

イ
も

生

息

し

て

い
る

(
高
橋

ほ
か

一
九
七

八

)
。

こ

の
よ
う

に
、

ホ

オ

ア
カ
を
除

く
と

両
地

域

に
は
、

共
通

種

が
多
く
、

前
述

の

高

山
帯

の
鳥
類

群
集

の
よ
う

な
き

わ
だ

っ
た
違

い
は

み
ら
れ

な

い
。

㈹

針
葉

樹
林

中

央
高

地

の
森

林

は
、

標
高

八
○

○
回
川
付
近

か
ら

上

で
は

落

葉

性
広
葉

樹

が
減
少

し
、

エ
ゾ

マ
ッ
が

優
占

す

る
よ
う

に

な
る
。

こ

こ
で
は

こ
の

よ
う
な

コ
ケ

モ
モ
ー

ト
ゥ

ヒ
ク

ラ

ス

域

の

エ
ゾ

マ
ツ
ー

ト
ド

マ
ッ
群
集

の
森

林

を
針
葉

樹
林

と

す

る
。

北
海
道

で
は
低

地

に
も

ト
ド

マ
ツ
が

生
育

し
、
針

葉
樹

と

落
葉

性

広
葉
樹

の
混

生

す
る
森

林

が
広

く
分
布

す

る
が
、

エ
ゾ

マ
ッ
の
優
占

す

る
森
林

は
、

高
標

高

地

に
多

い
。
中

央

高

地

は
北
海

道

で
最
大

規
模

の
針

葉
樹

林

に
お
お

わ
れ

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

中
央
高

地

の
針
葉
樹
林

で
は
、

北
方
針
葉
樹
林

(
タ
イ
ガ
)

の
鳥

で
あ

る
ミ

ユ
ビ
ゲ

ラ
と

キ

ソ
メ

フ
ク

ロ
ウ

の
繁

殖

が
確

認

さ
れ

て
い
る
。

両
種

の
繁
殖

記
録

は
、

わ

が
国

で
は

こ

こ

か

ら
だ

け

で
あ
る
。

こ
の
よ

う
な
北

方
針

葉
樹

林
要
素

の
存

在
が

、
中

央
高

地

の
針

葉
樹

林
鳥

類

群
集

の
大

き
な
特

徴

で

あ

る
。
本

州

の
亜
高

山
針
葉

樹
林

と

比
較

す
る

と
、
生

息
種

の
大

部

分

は
共

通
す

る
が
、

本
州

の
亜
高

山
針
葉

樹
林

の
主

要
種

で
あ

る

メ
ボ

ソ

ム
シ
ク
イ

は
、

こ

こ
の
針
葉

樹
林

に
は

生
息

し

な

い

(
川

辺

一
九

八

二
)
。

こ

の
よ
う

に
、

中
央

高

地

の
針
葉

樹
林

鳥
類

群
集

は
、

本
州

の
亜
高
山

針
葉
樹

林

と
多

く

の
共
通
要

素
を

も
ち

つ

つ
も
、

や

や
異
質

で
あ

る

こ
と

に

注

目

し
た

い
。

㈲

下
部
針

広

混
交

林

標
高

四
〇

〇
り
川
か
ら

八
○
○
団
川
に
み
ら

れ
る
落

葉
性

広
葉

樹

と
針

葉
樹

の
混
生

す
る
森

林

で
、
中

央
高

地

で
は
生

息
種

類

数

の
最
も

多

い
生
息

環
境

で
あ
る
。

北
海

道

の
他

の
地
域

の
針
広

混
交
林

の
鳥

類
群

集

と

の
共
通

性
が
高

い
。

㈲

湖

沼

中

央
高

地

に
お

け
る
湖

は
、

然
別

湖

だ
け

で
あ

る
が
、

一

九

五
〇
年

代
後

半

以
降

に
大
き

な
河

川

の
上
流

部

に
ダ

ム
が

造

ら
れ
人
造

湖

が
出
現

し

た
。

特

に
十
勝

川
、
音

更
川

に
は

人
造
湖

が
多

い
。

こ
れ
ら

の
湖

沼

に
生
息

す
る
主

な
種

は
、

ハ
ク
セ
キ

レ
イ
、

キ

セ
キ

レ
イ
、

イ

ソ

シ
ギ
、

マ
ガ

モ
、

カ

ワ
ア
イ

サ
、

ア
オ

サ
ギ

、

ミ

サ
ゴ
な

ど

で
あ
る
。

こ
れ

ら

は

北
海

道

の
他

の
湖

の
生
息
種

と

ほ
ぼ

共
通

し
て

い
る
。

ま
た

、

ち

と
う

中

央
高

地

の
高

山

部

に
は
池
塘

が
点

在

し

て

い
る
が

、

マ
ガ

モ
、

コ
ガ

モ
な
ど

が
と

き
お

り
飛
来

す

る
程
度

で
あ

る
。

㈲

河

川

中

央
高

地

は
石
狩

川
、

十
勝

川

と

い

っ
た
北
海

道

を
代

表

す

る
大
河

川

の
源
流

域

に
あ

た
る
。

し

た
が

っ
て
、

河
川
形

態

の
上

か
ら

み
る
と

、

ほ
と

ん
ど
山

間
渓
流

で
あ
る
。

そ

の

た
め
、
生
息

種

は
カ

ワ
ガ
ラ

ス
、

キ

セ
キ

レ
イ
、

イ

ソ
シ
ギ

、

ヤ

マ
セ
ミ
な
ど
限

ら
れ

る
。

一
部

の
河
川

に
ご
く
少

数

で
は

あ
る

が
、

シ
ノ
リ
ガ

モ
、

シ

マ
フ
ク

ロ
ウ
も

生
息

す
る
。

今

の
と

こ
ろ
、

シ
ノ
リ

ガ

モ
は
十

勝

川
上
流

で
の
繁
殖

が
北

海

道

で
唯

一
の
記
録

で
あ

る
が
、

今
後

北
海

道
各

地

の
山
間

渓

流

で
繁
殖

が
、

確
認

さ
れ

る

か
も

し
れ

な

い
。

の

人
家

周

辺

温

泉
旅

館
を

中

心
に
小

規
模

な
居

住
空
間

や
建

築
物

が
、

森
林

帯

の
な

か
に
島
状

に
点

在

し

て

い
る
。

繁
殖

期

に

こ
の

空
間

に
入
り
込

ん

で

い
る
種

は
多

く

は
な

い
。
主

要
な

も

の

は

イ

ワ
ツ
バ

メ
、

ス
ズ

メ
、

ニ
ュ
ウ
ナ
イ

ス
ズ

メ
、

ハ
ク

セ

キ

レ
イ

で
あ
る
。

ま

た
、
注

目

さ
れ

る

の
は
、

ジ

ョ
ウ
ビ

タ

キ
が
糠

平
温

泉

の
家
屋

で
繁
殖

し
た

こ
と

で
あ
る

(
松

田

ほ

か

一
九

八
三
)
。

こ
れ

は

わ
が

国
に
お

け
る
唯

一
の
繁

殖

例

で
あ

る
が
、
偶

然

的
要

素
が

強

い
も

の
と
考

え

ら
れ

る
。

中
央
高
地
を
特
徴
づ
け
る
鳥

生
息
環
境
ご
と
の
鳥
類
群
集
の
分
析
か
ら
、
ど
ん
な
鳥
が

中
央
高
地
を
特
徴
づ
け
て
い
る
か
が
浮
び
上
が

っ
て
き
た
。

つ
ぎ
に
中
央
高
地
を
特
徴
づ
け
る
鳥
た
ち
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
紹
介
し
よ
う
。

D

シ

ロ
フ
ク

ロ
ウ

本

種

の
繁
殖

地

は
、
北

極

圏

で
あ
る
が
、

一
九

八

四
年

に

こ
こ

の
高

山
帯

で
越

夏
す

る

こ
と
が

明
ら

か
に
な

っ
た

(
川

辺

一
九

八

五
)
。

こ
れ

は
、

わ
が

国

で
は

じ
め

て
の
例

で

あ

っ
た
。

一
九

八
九
年

に
も
越
夏

が
確

認
さ
れ

た
。

ま

た
、

滞
在
期
間

は
不
明

で
あ

る
が
、

一
九
九
〇
年
も
観

察
さ

れ
た
。

こ
れ
ら

は
、

い
ず

れ
も
単

独
個
体

と
考

え
ら
れ
た
。

本
種

は
、

高

山
帯

の
な
か

で
も
特

に
ト

ム
ラ
ウ

シ
山
近

く

の
岩
塊

地

に

集

中
的

に
出

現

し
た
。

そ
れ

は
、

こ

こ
を

ナ

キ
ウ

サ
ギ

の
狩

場

に
し

て
い
た
た

め

で
あ

る

(川

辺

一
九

九

一
)
。

中

央
高

地

の
高

山
部

に

は
、

岩
塊

地
が
各
所

に
あ

り
、

そ

こ
に
は

ほ
ぼ
例

外

な
く

ナ

キ
ウ

サ
ギ

が
生
息

し

て
い

る
。

岩

塊
地

は

巨
礫
が
積

重

な

っ
て
い
る

の
が

一
般
的

で
あ
る
。

し

か
し

、

こ
う

い
う
と

こ
ろ

で
は
岩

が
妨

げ
と
な

っ
て

シ

ロ
フ

ク

ロ
ウ
は
容

易

に
ナ

キ

ウ
サ
ギ
を

捕
獲
す

る

こ
と
が

で
き

な

い
。

ト

ム
ラ
ウ

シ
山
近

く

の
岩
塊

地
は
特

異

で
、

礫
径

が
小

さ
く
平

坦

で
地
表

に

凹
凸
が

な

い
。

そ

の
た
め
、

こ
こ

で
は

シ

ロ
フ
ク

ロ
ウ
は

地
上

に
出

た

ナ
キ
ウ

サ
ギ
を
容

易

に
捕
獲

す

る

こ
と
が

で
き

る

の
で
あ

る
。

本

種

の
繁
殖

の
可
能
性

に

つ
い
て
で
あ
る

が
、

か
り

に

一

夫

一
妻

で

二
羽

の
雛

を
も

つ
家

族
が

ナ
キ

ウ
サ
ギ

だ
け
を

食

糧

と
す

る
と
、

ひ
と

夏

に
約

五
〇
〇
頭

(
七
〇

㎏

)

の
ナ
キ

ウ
サ
ギ

が
必
要

と
な
る
。

わ
た

し
の

こ
れ
ま

で
の
観

察

で
は
、

19
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前
述

し

た

よ
う

な
ナ

キ

ウ
サ
ギ

の
好
適

な
狩

場

と
な

る
岩
塊

地

は
非

常

に
限
ら

れ

て
お

り
、

こ
れ

ほ
ど

の
ナ

キ

ウ
サ
ギ

の

確
保

は

困
難

と
思

わ
れ

る
。

し

た
が

っ
て
、
中

央

高

地

に
お

け

る
本
種

の
繁

殖

の

可
能
性

は
低

い
と

い
わ

な
け

れ
ば

な

ら

な

い
。

助

キ

ソ

メ
フ
ク

ロ
ウ

本
種

は

ユ
ー

ラ

シ

ア
大

陸

お
よ

び
北
米

大
陸

の
北

方
針

葉

樹

林

と
冷
温

帯

山
岳
針

葉

樹
林

で
繁
殖

す

る
小
型

の

フ
ク

ロ

ウ
で
あ

る
。

一
九

八

六
年

に
わ

が
国

で
は
じ

め

て
の
繁
殖

が
、

然
別

湖

付
近

で
確

認

さ
れ

た
。

た
だ

こ

の
時

は
、

過
度

の
写

真
撮

影

の
た

め
抱

卵
途

中

で
巣

を
放
棄

し

て
し

ま

っ
た
。

一

九

九
〇
年

に
も
同

じ
巣

穴

で
繁
殖

し
、

六
月

一
三

日
に

三
羽

の
雛

が
巣

立

っ
た
。

巣

穴

は
、

ト
ド

マ
ツ

(胸

高

直
径

四
四

弾
ソ
)

の
地

上

六

・
五
層

の
と

こ
ろ
に
あ

る
ク

マ
ゲ

ラ
の
古
巣

で
あ

っ
た
。

な
お
、

一
九
九

〇
年

に
は
愛

別
岳

の
針

葉
樹

林

で
も
繁

殖

が
確

認

さ
れ

た
。

こ
の
よ
う
な

事
例

か

ら
、

本
種

が
北
海

道

の
針
葉

樹

林

で
広

く
繁
殖

し

て

い
る

の
で
は

と

の

期

待

を
抱

か

せ
る
が

、
北

海

道

に
お
け
る

本
種

の
繁

殖

地
は

極

く
限

ら

れ

る
と
思

わ
れ

る
。

な
ぜ

な
ら
、

針
葉

樹

林

に
は

営

巣
適

木

が
非
常

に
限
ら

れ

て

い
る
た
め

で
あ

る
。

ま

た
、

林
床

の

ト
ガ
リ
ネ

ズ

ミ
類

と

ヤ
チ
ネ

ズ
ミ
類

を

主

に
捕

食

す

る
本

種

に

と

っ
て
、
北

海

道

の
針

葉
樹

林

の
林

床

に
繁

茂

す

る

サ
サ
が
、
狩

の
妨

げ

に
な
る

と
考

え
ら
れ

る
か
ら

で
あ

る
。

㈲

ミ

ユ
ビ

ゲ

ラ

本

種

は
前
述

の
キ

ソ
メ

フ
ク

ロ
ウ
と

ほ
ぼ

同
様

の
繁

殖
分

布

を

示
す
。

わ

が

国

で
の
繁

殖
確
認

は
、

一
九

五
六
年

の
上

士

幌

町

三
股

に
お

け
る

も

の
が
唯

一
で
あ

る
。

一
九
七

一
年

以

降

記
録

は
途
絶

え

て
い
た

が
、

一
九

八
八
年

に
上

士
幌

町

三
股

の
針
葉

樹
林

で
目
撃

さ
れ

、
現

在
も

ご
く

少
数

な

が
ら

本

種

が
中
央

高
地

に
生
息

し

て

い
る

こ
と

が
明

ら

か

に
な

っ

た
。

な
お
、

川

辺

(
一
九

九
〇

)
は
、

本
種

が
中

央

高
地

に

の
み
生

息
す

る
要

因

に

つ
い
て
論
じ
、

本
種

の
生

息
条

件

と

し

て

エ
ゾ

マ
ッ
の
成
熟

し

た
森
林

の
必

要
性

を
指

摘

し

て

い

る
。
㈲

ハ
ギ

マ
シ

コ

本
種
は

ア

ル
タ
イ
山
脈
、

ス
タ
ノ
ボ
イ
山
脈
、

カ

ム
チ
ャ

ッ

カ
半

島
、

ア
レ
ウ

ト
列
島

、

ロ
ッ
キ
ー
山
脈

の
主

に
高

山
部

で
繁

殖
す

る
。

本
地

域

で
は
高
根

が
原

以

北

の
荒

原

状

の
と

こ
ろ

で
夏
季

に
し
ば

し
ば

観
察

さ
れ
、

繁
殖

の
可
能

性
が

大

で
あ

る
が
、

営
巣

は

ま
だ

確
認

さ
れ

て

い
な

い
。

㈲

ギ

ン
ザ

ソ

マ
シ

コ

本
種

は
、
前

述

の
キ

ソ
メ

フ
ク

ロ
ウ
、

ミ

ユ
ビ
ゲ

ラ
と

ほ

ぼ

同
様

の
繁
殖

分

布
を

示
す
。

ユ
ー

ラ

シ
ア
大
陸

と
北

米
大

陸

で
は
、

北
方

針
葉

樹

林

で
繁

殖
す

る

が
、
北

海

道
、

サ

ハ

リ

ソ
、
千
島

、

カ

ム
チ

ャ

ッ
カ

の

一
部

で
は
、

ハ
イ

マ
ッ
林

で
繁

殖
す

る
。

北
海

道

で
は
、

日
高

山
脈
、

知

床
半

島
、

利

尻
島

の
高

山
部

で
も
夏
季

に
本
種

が

目
撃

さ
れ

て
い
る

が
、

ハ
イ

マ
ッ
林

の
規
模

か
ら

し

て
中

央
高

地

ほ
ど

個
体

数
は
多

く
は

な
く
、

や
や

不
安
定

な
個
体

群

と
考

え
ら

れ

る
。

し

た

が

っ
て
、
北

海
道

に
お
け

る
本
種

の
主

要

な
生
息

地

は
中
央

高

地

と
み

な
し

て
よ

い
で
あ
ろ

う
。

十
勝

岳

連
峰

か

ら
は
繁

殖

期

の
記
録

が
わ

ず

か
し

か
な

い
が
、

こ
れ

は
調

査

が
十
分

行

わ
れ

て

い
な

い
た

め
か
も

し
れ

な

い
。

ま

た
、

石
狩
岳

以

南

の
山
塊

で
は
、
夏

季

に

一
例

の
記
録

が

あ

る
だ

げ
だ

が
、

こ
れ

は

ハ
イ

マ
ツ
林

の
規

模

が
、
小

さ

い
こ

と
と
関

係
が

あ

る

の
か
も

し
れ

な

い
。

鳥

か

ら
み

た
中
央

高
地

中
央

高
地

の
鳥

の
動

物

地
理
学

的
位

置
付

け

を
考

え
る

う

え
で
、

シ

ロ
フ
ク

ロ
ウ
、

キ

ソ
メ
フ
ク

ロ
ウ
、

ミ

ユ
ビ
ゲ

ラ
、

ハ
ギ

マ
シ

コ
、

ギ

ソ
ザ

ン

マ
シ

コ
が
と

く

に
注

目
さ
れ

る
鳥

で
あ
る

こ
と

が
お

わ

か
り

い
た
だ

け
た

と
思

う
。

彼
ら

は
北

半
球

の
高

緯
度

に
分

布

の
本
拠

地
を

も

つ
鳥

た
ち

で
あ

る
。

中
央

高
地

は

そ

ん
な
彼

ら

の
中

緯
度

で
の
飛

び
地
的

生
息

地

と

な

っ
て

い
る

の

で
あ
る
。

こ

の
よ
う

に
北
半

球

の
高

緯
度

に
分

布
域

を

も

つ
鳥

が
隔

離
的

に
分
布

す

る
と

こ
ろ
、

そ
れ

が
中
央

高

地

で
あ

る
。

こ
こ
に
中

央
高

地

の
動
物

地
理
学

上

の
最
大

の
特
徴

が

あ
る
、

と
わ

た
し
は

考

え

て
い
る
。

こ
れ

を

も

う
少

し
大
き

な
視
野

か
ら

見

て
み
よ

う
。

ユ
ー

ラ
シ

ア
大
陸

の
東
側

に
花
練

に
た
と

え
ら
れ

る
島
じ

ま

が
南

北

に
連

な

っ
て
い
る
。

そ

こ

に
は

い
く

つ
か

の
動
物

分
布

境
界

線

が
知

ら
れ

て
い
る
。
本

州
島

と
北
海

道
島

の
間

の
境

界
線

は

、
ブ

ラ
キ

ス
ト

ン
線

と

し

て
有

名

で
あ

る
。

森

林
性

の
鳥

だ

け
を

み

て
も
、

ヤ

マ
ゲ

ラ
、

エ
ゾ

ラ
イ
チ

ョ
ウ
、

ハ
シ
ブ

ト
ガ

ラ
が
海

峡

の
南

に
は
入

っ
て
い
な

い
し
、

カ
ケ

ス
、

エ
ナ
ガ

は
羽
色

の
異

な
る
別

々
の
亜
種

が
海

峡
を

へ
だ

て

て
生

息

し

て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
北
海

道
島

の
鳥

相

は
本

州

島

に
く

ら

べ
北

の
要
素

が
色
濃

い
。

そ

の
北

海
道
島

の
中

央

部

の
高
地

は
、

さ

ら

に
北

の
要
素

が

は

い
り

こ
む

「
北

の

島
」

を

な

し

て

い
る
。

地
史
的

ス
ケ
ー

ル

で
み
る
な

ら
、
中

央
高

地

は
北

の
鳥

た

ち

の
後
氷

期

の
避
暑

地
、

あ
る

い
は
き

た

る

べ
き

氷

期

へ
の
橋

頭
塗

と

い
え
る

か
も
し

れ
な

い
。

付
記

紙

幅

の
関
係

で
文
献
は
割
愛

さ

せ
て

い
た
だ

い
た
が
、

お
知

り

に
な

り
た

い
方

は
筆

者

へ
問

い
合

せ

て
い
た
だ
き

た

い
。
筆

者

の
中

央
高

地

で
の
鳥

の
調
査

は
多

く

の
人

か
ら

の

情

報

に
よ

っ
て
支

え
ら
れ

て

い
る
。

と

く

に
檜

座
幸

男
、

田

中
康

夫

の
両

氏

に
は

い

つ
も

お
世
話

に
な

っ
て

い
る
。

こ
の

場

を
か

り

て

こ
れ

ら

の
方

々
に
厚
く

お
礼

申

し
上
げ

た

い
。
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